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写
し
の
交
付
事
務
に
係
る
手
数

料
を
定
め
る
と
と
も
に
、
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

調
布
保
谷
線
の
道
路
事
業
の

進
捗
に
伴
い
、
東
京
都
に
用
地

を
返
還
す
る
必
要
が
生
じ
た
の

で
、
上
連
雀
通
北
児
童
遊
園
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
福
祉
住
宅
条
例
及
び

三
鷹
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
入
居
収
入
基
準
額
等
の

入
居
者
資
格
及
び
福
祉
住
宅
、

市
営
住
宅
等
の
整
備
基
準
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
保
育
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

都
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
伴

う
新
園
舎
へ
の
移
転
の
た
め
、

三
鷹
市
立
南
浦
西
保
育
園
の
位

置
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
用

語
の
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

め
に
必
要
な
構
造
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
道

に
附
属
す
る
自
転
車
駐
車
場
に

設
け
る
標
識
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
に
お
け
る
平
和
施
策

の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

基
金
の
処
分
対
象
を
見
直
す

と
と
も
に
、
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

顧
問
弁
護
士
の
報
酬
月
額
を

改
め
る
と
と
も
に
、
区
分
を
新

た
に
設
け
る
ほ
か
、
学
校
医
、

学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
区
分
を
新
た
に
設
け
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
国
際
交
流
基
金
条
例

及
び
三
鷹
市
文
化
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

基
金
設
置
目
的
事
業
の
廃
止

等
を
受
け
て
、
三
鷹
市
国
際
交

流
基
金
条
例
及
び
三
鷹
市
文
化

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
下
水
道
条
例
の
規
定

に
基
づ
い
て
、
新
た
に
設
置
し

た
除
害
施
設
に
係
る
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
の
特
例
割
合
を

４
分
の
３
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画

認
定
（
変
更
認
定
）
事
務
に
係

る
手
数
料
、
社
会
福
祉
法
人
に

関
す
る
証
明
事
務
に
係
る
手
数

料
及
び
道
路
境
界
確
定
図
等
の

◆
三
鷹
市
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例

　

職
員
の
任
期
を
定
め
た
採
用

及
び
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ

た
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例

　

三
鷹
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
事
業
及
び
施
設
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す

る
条
例

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
施
設

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
工
場
立
地
法
に
基
づ

く
緑
地
面
積
率
等
を
定
め
る
地

域
準
則
条
例

　

工
場
立
地
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
法
準
則
に
代
え
て
適
用

す
べ
き
市
準
則
を
定
め
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
道
に
お
け
る
道
路
構

造
及
び
道
路
標
識
等
に
関
す
る

条
例

　

市
道
に
お
け
る
道
路
構
造
の

技
術
的
基
準
、
道
路
標
識
の
寸

法
及
び
移
動
等
の
円
滑
化
の
た

国
連
安
保
理
決
議
に
明
確
に
違

反
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
日
朝
平
壌
宣
言
や
平
成
17

年
９
月
の
六
者
会
合
共
同
声
明

に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国

連
安
全
保
障
理
事
会
で
、
３
月

８
日
に
決
議
第
２
０
９
４
号
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
、

国
際
社
会
が
繰
り
返
し
示
し
て

い
る
強
い
警
告
と
非
難
を
真
摯

に
受
け
と
め
る
よ
う
、
今
後
、

政
府
は
他
の
国
々
と
連
携
し

て
、
こ
の
安
保
理
決
議
が
誠
実

か
つ
完
全
に
実
施
さ
れ
て
、
実

効
性
の
あ
る
も
の
と
す
べ
く
、

さ
ら
な
る
外
交
努
力
を
行
う
こ

と
を
強
く
求
め
る
。
ま
た
拉
致

問
題
に
関
し
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
が
、
平
成
20
年
に

合
意
し
た
調
査
の
や
り
直
し
に

い
ま
だ
着
手
し
て
い
な
い
な

ど
、
具
体
的
行
動
に
よ
る
進
展

が
な
い
こ
と
な
ど
も
勘
案
し
つ

つ
、
政
府
は
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
に
対
す
る
我
が
国

独
自
の
措
置
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
追
加
的
な
措
置
に
つ

い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
世
界
連
邦
都
市
宣
言

及
び
非
核
都
市
宣
言
を
行
い
、

平
和
施
策
の
推
進
に
関
す
る
条

例
を
制
定
し
て
い
る
本
市
議
会

は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
に
対
し
、
同
国
が
実
施
し
た

核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
核
実
験
の
中
止

と
核
兵
器
の
廃
絶
を
行
う
よ
う

強
く
求
め
る
。
同
時
に
、
政
府

に
対
し
、
今
回
の
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
の
核
実
験
及
び

先
般
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
、
国
家

の
防
衛
と
国
民
・
市
民
の
安
全

確
保
の
た
め
の
施
策
の
一
層
の

充
実
に
万
全
を
尽
く
す
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

下
、
思
考
力
低
下
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
複
合
的
に
発
症
す

る
疾
病
と
言
わ
れ
て
い
る
。
平

成
23
年
度
の
厚
生
労
働
省
研
究

班
に
よ
る
報
告
書
に
、「
交
通
事

故
を
含
め
外
傷
に
よ
る
脳
脊
髄

液
の
漏
れ
は
決
し
て
ま
れ
で
は

な
い
」と
明
記
さ
れ
、医
学
界
の

常
識
を
覆
す
結
果
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
の

一
部
で
あ
る
「
脳
脊
髄
液
漏
出

症
」
の
画
像
診
断
基
準
が
定
め

ら
れ
、昨
年
５
月
に
、治
療
法
で

あ
る
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法

（
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ

療
法
）
が
「
先
進
医
療
」
と
し

て
承
認
さ
れ
、
平
成
26
年
度
の

保
険
適
用
を
目
指
し
、
治
療
基

準
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
。
よ

っ
て
、本
市
議
会
は
、国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
左
記
の
事
項
に

つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
⑴

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
治
療

基
準
を
速
や
か
に
定
め
、
平
成

26
年
度
に
保
険
適
用
と
す
る
こ

と
。
⑵「
脳
脊
髄
液
減
少
症
の

診
断
・
治
療
の
確
立
に
関
す

る
研
究
」を
平
成
25
年
度
以
降

も
継
続
し
、「
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」の
早
期
作
成
と
と
も
に
、子

ど
も
に
特
化
し
た
研
究
及
び
周

辺
病
態
の
解
明
を
行
う
こ
と
。

⑶
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
実
態
調

査
を
実
施
し
、患
者
・
家
族
に
対

す
る
相
談
及
び
支
援
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
。
⑷
ブ
ラ
ッ
ド
パ

ッ
チ
療
法
に
関
す
る
「
先
進
医

療
」
認
定
施
設
を
各
都
道
府
県

に
最
低
１
カ
所
設
け
る
こ
と
。

◇
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

の
核
実
験
に
抗
議
す
る
決
議

　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

が
３
度
目
と
な
る
核
実
験
を
強

行
し
た
。
今
回
の
挑
発
的
行
為

は
、
１
月
22
日
に
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
２
０

８
７
号
を
初
め
と
す
る
一
連
の

４
件
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

規
則
・
条
例

◆
三
鷹
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
会
議
に
お
け
る
公
聴

会
の
開
催
及
び
参
考
人
の
招
致

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
、
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
常
任
委
員
の
所
属
及
び

特
別
委
員
の
在
任
期
間
に
つ
い

て
定
め
る
と
と
も
に
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
政
務
活
動
費
を
充
て
る

こ
と
が
で
き
る
経
費
の
範
囲
等

を
定
め
る
と
と
も
に
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
公
聴
会
参
加
者
等
の
実
費
弁

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

意
見
書
・
決
議（
要
旨
）

□
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保

険
適
用
及
び
脳
脊
髄
液
減
少
症

の
診
断
・
治
療
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書

　

脳
脊
髄
液
減
少
症
と
は
、交

通
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
等
、

頭
頸
部
や
全
身
へ
の
衝
撃
に
よ

り
、脳
脊
髄
液
が
漏
れ
続
け
、頭

痛
、首
・
背
中
の
痛
み
、視
力
低

そ
れ
ぞ
れ
19
億
６
千
245
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
694
億
９

千
443
万
４
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
と
地

方
債
の
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
、
歳
出
予
算

で
は
、
各
款
に
お
い
て
、
職
員

人
件
費
そ
の
他
の
減
額
や
基
金

の
積
立
金
の
増
額
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
808
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
34
億
717
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
後
期

高
齢
者
の
健
康
診
査
の
受
診
者

数
の
増
に
伴
う
も
の
で
す
。

当
初
予
算

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

※
以
上
６
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

そ
の
他

◆
し
ろ
が
ね
第
２
駐
輪
場
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

し
ろ
が
ね
第
２
駐
輪
場
の
指

定
管
理
者
に
株
式
会
社
ま
ち
づ

く
り
三
鷹
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。指
定
期
間
は
５
年
間
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

に
つ
い
て

　

市
道
路
線
１
件
を
認
定
し
、

◆
三
鷹
市
道
路
占
用
料
等
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

電
柱
、
電
話
柱
等
に
係
る
占

用
料
を
改
め
る
ほ
か
、
水
管
、

下
水
道
管
等
を
除
く
施
設
・
物

件
等
に
係
る
占
用
料
を
改
め
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

「
大
沢
三
丁
目
環
境
緑
地
整

備
地
区
地
区
計
画
」
の
区
域
拡

大
に
伴
い
、
同
地
区
地
区
整
備

計
画
区
域
に
つ
い
て
、
壁
面
の

位
置
の
制
限
の
特
例
を
定
め
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

都
市
公
園
の
配
置
及
び
規
模

に
関
す
る
基
準
並
び
に
特
定
公

園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

「
し
ろ
が
ね
第
２
駐
輪
場
」

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
「
さ

く
ら
通
り
第
３
駐
輪
場
」
の
名

称
を
「
し
ろ
が
ね
第
１
駐
輪

場
」
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

普
通
退
職
の
場
合
と
定
年
退

職
等
の
場
合
の
退
職
手
当
の
支

給
率
を
統
合
し
、現
行
、普
通
退

職
の
場
合
50
月
、
定
年
退
職
等

の
場
合
59
・
２
月
と
し
て
い
る

最
高
支
給
額
を
45
月
に
引
き
下

げ
る
と
と
も
に
、
退
職
手
当
の

調
整
額
の
点
数
を
見
直
す
ほ
か

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

可
決
し
た
議
案

第
1
回
定
例
会

条　

例

市
長
提
出
議
案

廃止された上連雀通北児童遊園


